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　　 F573　 po正ysaccharide　was 　produced 　for　the　 purpose　of　 puri丘ca 亡ion　 in　large　 quantities

il　a 　201iter　jar　fer皿 enter ．　For　the　extraction 　and 　purification　of 　polysa  haride　fro皿 a

cUltUre 　fiuid　two 　methods 　were 　tested　i．e．　the　Sevag　method 　and 　the　quaternary　ammonium

compound 　method ．

　　 As　a　result
，　the　latter皿 ethod 　was 　shown 　to　be　praCtically　adequate 　in　order 　to　isolate

the　material 　from　 complex 　impurities．　 In　this　case ，
　pro臧 n 　was 　 e  nated 　by　the　 alkali．Cu

meth （湖 dUring　the　 pr  cess．　 Thereafter
，
　various 　 physi（ra1　 and 　 rheological 　 properdes　of　the

purified　samples ・btained　were 　investigated．　 Anlmal　tests　were 　also （rarried ・ut　with 　 su （in

polysaccharide　preparations．．

　　　　　　　　 緒　　　　　言

　わ れ わ れは培養液申に多量の粘性多糖類 を 生成す る

BaCiltzts　re細菌，　F −573 菌株を発見し， 前報迄に 多糖

類 を 生産す る ため の 培地組成を決定 した
1）．本報で は

こ の 多糖類を培養液より抽出精製す る方法を研究 し，

さ らに 精製標品の 物性的，生 理 的性質を明らかに した

の で 報告 す る、

　従来微生物を培養 して そ の多糖類を 分離精製す る方

法は種 々 報告されて い る が，特 に細菌の 莢膜多糖類を

完 全 に 分離抽出す る こ と は か な り困難 と さ れて い る．

われ わ れは ， 本菌の 多糖類 も同様に 莢膜多糖類 と考え

られ る と こ ろ か ら，従来知 られて い る フ ェ ノ
ー

ル 抽出

法， ト リク ロ ロ 酢酸 法 な どを 試み た が ， 必ず しも充分

な精製 が行なえ ず ， 特 に 大量培養を行な っ た場合の 抽

出処理 に は困難がみられ た．しかし Sevag法を中心 と

した方法や 陽イ オ ン 界面活性剤 cetyl 　tr洫 ethyl　ammo ・

nium 　 choride （CTA −・Cl）を 用 い た ア ル カ リ銅法の 改

良法が， 比較的収率良 く精製可能 で あ つ た。特に 後者

の 方法 は中間工業的な処 理法と して 適当 と考え られ る．

　 ま た 本物質精製品 の 物 理 的 な性質は 独 特 で あ っ たが，

基礎動物試験 で は 特異的な変化 は 観察され な か っ た．

　　　　　　　　 実　験　方　法

1． 培養方法　　前培養 は 先ずブ ド ウ 糖 5．0，尿素0．8，
ペ プ トン 0．2

， 肉エ キ ス 0．2
， 炭酸石灰 1．0

，
MgSO ‘

・

7H200 ．025
， 燐酸二加里0．1％を 含 む培地 を 試験管に

6 皿 1入れ，
llO℃ 工5　min 殺菌後，　 F−573 菌を斜面培

養 よ り接種 し，
30°C　72　hr往復振盪培養を行な っ た．

そ の 試験管 1 本をブ ドゥ糖 5．0
，

ペ プ トン O．2， 燐酸
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二 加 里 0．5，MgSO4 ・7H ，00 ．025％の 培地 100　m1 を

500　ml 三 角 フ ラス コ に入れ ，
110° C　10　min 殺菌し た

もの に接種 し，30° C　72　hr回転振盪培養を行な う．次

に ジ ャ
ー

フ ァ
ーメ ン ターへ の 種母 を つ くる ため ， こ の

回転振盪培養 した 液をさらに 500ml 三 角 フ ラス コ に

1本当り 10ml ず つ 接種 して ，薪 た に 多数の フ ラ ス コ

を 48〜72hr 培養す る．ジ ャ
ー

フ ァ
ー

メ ン ターは 201

容 で 回転振盪培養の 場合と 同 じ培地を 12t入れ，東芝

シ リコ ン 消泡剤を添加し 110
°C10 　min 殺菌後，約 5

％ の 種母を添加 し，
30°C72 　hr の 通気撹拝培養を行な

っ た．

2． 多糖類 の 分離精製法　　Sevag 法
2）と K ．　Meyer

らの 方法
3）， な らび に界面活性剤とア ル カ 1J銅塩を併

用 した 場合 に は Albrechtらの 方 法
‘） に準 じて 行 な っ

た．

3， 物 理 ・化学的性質 の 測定法　　IR ス ペ ク トル は，

KBr 法に よ り， 粘度の 測定は デ ン マ ーク Reciprotor

社製 Emila 回転粘度計を使用 した．ま た 必要に応じ

て ピ ペ
ッ トに よ る相対粘度の 簡易測定法

1） も併用 した．

4． 基礎動物実験　　試験動物は マ ウス ，ラ ッ テ ， モ

ル モ ッ トな ど を使 い ，抗原性試験 に っ い て は体重 300

〜400g の モ ル モ ッ トに前処置 と して ，
1 日 目， 3 日 目

お よ び 5 日目に 精製 F −573多糖類の水溶液 1mg ／ml

の 検体を 腹腔内注 射 し，
21日 目に 後 処 置 として 1mg ／

ml の 検体を再注射した．

実験結果 と考察

1。 培養　　F −573菌を 201 容ジ ャ
ー

フ ァ
ーメ ン ター

で 通気撹拷培養を 行 な っ た．初発 pH は 7．4 で あるが

培養 24 　hr頃か ら下降 し次第に
一定値に 近 づ き，60〜

72hr で はほとん ど同 じ値 6．6 を示 し た．培養 48　hr

で ほ と ん どの 糖を消費す るが ， 醺酵 の 終 了す る まで に

完全 に は喰い 切 らない．培養液の 粘性は 48hr頃ま で

は時間の 経過と共に直線的に増加 して い くが，そ の 後

増加がや や 緩慢に な り，72hr に は最高 の 相対粘度6．59

に 達 した．

2． 培養液か らの 多糖類の 分離精製

A ．Sevag法に よ る分離精製　　培養液を 10倍容の 蒸

留水 に 希釈 して 粘度を 低下させ ，15，000rpm で 遠心

分離し， 菌体な らび に固形物の 大部分を 除去 した 後 ，

そ の 上澄液を 50°C で 減圧濃縮し， これを約 2倍容の

ア セ トン また は メ タ ノ ール 中に 注加撹伴 す る と，白色

纎維 状 の 沈澱 が 得 られ る。こ れを ア セ トン で 洗滌後，

真空乾燥し淡黄色繊維状の 乾燥標品を 得 た．収 量 は 培

養液 に 対 して 乾物量 11．3g／tで あ っ た．

　 さ らに精製す るた め に前記 物質 11。3g を ll の 蒸

留水に溶解 し， イ ソ ア ミル ア ル コ ール ・ク ロ ロ フ オ ル

ム 混 液 （1 ：4）200 ロ 11 を加え て室温で 6　hr振盪後，

還 心 分離 して 最上 層液を採 り， 同様の 操作をあ と 5 回

繰返 して 除蛋白を行 な っ た．

　 さ らに微量 の核酸 と蛋白を除くため に ， 8％醋酸亜

鉛 水溶液 40ml と 1N 苛性 ソ
ーダ 10　ml を加 え て 2

hr 振盪 し ，
15

，
000　rpm で 遠心分離した．こ の 上澄液

を 減圧濃縮し ， 2倍容ア セ トン に注加撹伴して 白色繊

維状 の 多糖類を 得 た，こ れを ア セ トン で 洗 滌後，真空

デ シ ケータ
ー

中で 乾燥して 得 られ た白色繊維状物質の

収量 は 1．　7g とな っ た．　 Table　1 に こ の分離法を示す．

B ．第 4 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 と ア ル カ リ銅塩 に よ る分離

精製　　陽イ オ ン 界面活性剤が 酸性多糖類 と結合 して ，

こ れを沈澱せ しめ る性質を利用する．すなわち菌体を

除 去 して い な い 醺酵液 481 に 第 4 級 ア ン モ ニ ゥ ム 塩

CTA −C1 （日本油脂 PB −40）を 1．5％ の 割合で 加 え 撹

拝放置す る と，菌体を含む CTA −CI一多糖類護合体が

沈澱 して くる．

　 上澄液 は捨て ， 沈澱 を 10％食塩水溶液 101 に 加 え，

撹伴して 懸濁液 とす る．そ れ に メ タノ ール （95％）を

等容量加 え て CTA −C1 と多糖類を分離 させ ，沈澱 し

て くる菌体 その 他 の 來雑物 を なお 含ん で い る 多糖類を

メ タ ノ ール で 洗滌 して CTA −Cl を 除去す る，次に 沈

澱 を10％苛性 ソ
ーダ溶液 101 に 溶か し，2．5％酢酸第

二 銅水溶液 101 を加 え 30min 撹伴 す る．

　 次に ア セ トン を等容量加えて 蛋白と多糖類を分離 さ

せ る．蛋白質は 上澄 に残り銅一多糖類複合体が 沈澱す

るの で ， そ れ を 布で 洪 し取り，メ タノ ール ・3N 塩酸

（5 ：1）中に 少量つ つ 加え，撹伴 して 沈澱物中の 銅を溶

解 させ ， さ らに青色が 沈澱物 よ り消 え るまで よ くメ タ

ノ ール ・
塩酸で 洗滌す る

5）．

　 得られ た 白色物質を 51 の 水に 懸濁 して 2N 苛性 ソ

ーダで pH 　6．0 に補正 し，　 Dowex −1 と Dowex −50 に

よ り無機物を除き， 2 倍容の ア セ トン を加え て撹伴 し，

白色繊維状多糖類 の 沈澱を得 た．こ れを真空乾燥 した

精製標品は培養液 1」に 対 して 3．3g で あ っ た．　 Table

2 に その 分離法を示す．

　 以 上 二 種の 分離精製法を比 較検討 した結果，絶対収

量 は後者の 方 が 良好で あ っ た ．こ の 事 は Sevag法 2）は

一般 に 損失 が大 きい と されて い る こ とと
一

致 した．ま

た こ の 多糖類は培養液中で は い わ ゆ る糊状化に 近い 状

態 に な っ て い るが，菌体を物 理 的 に除去す る だ け で か

な り培養液 の 粘度が 低下 す る こ とか ら，菌体 の 莢膜（こ

の 場合 は多糖類） が 相互 に 接着 して い る こ とに よ り，

外観上粘度を高か め て い る と考 え られ る．
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Table　1．　 Procedure　for　preparation　of　puri丘ed 　polysaccharide（A ），

　　　　　　　　　 Fer皿 entatio 豚 broth（11）

　　　　　　　　　　　　　　Dilute　with 　10　t　water ，
　centrifuge 　at 　15，000　rpm ．

　　　 l
Precipitate　bacterial  11（discard）

Supernatant

　　IC・ ncent ・a・・ in　 vacuo 　a・ 5・°C・
Concentrate

　 　 　 　Pour　 into　 twice　 volume 　 of 　 acetone 　 or 　 MeOH
　 　 　 　and 　 mix ，

　　　 l
Supematant （discard）

Fibreus　p爬 cipitate

　　　　 Wash 　 with 　acetone ，　dry　in 呶 齠 ．

Pale　yellow 五brous　polysa  har三de （11．3　g）

　　　 l
Middle （p耐 ein ） and 　lowest

layer　（disc且 rd ）

Dissolve　in　l　l　water ，　add 　200　ml 　isoamyl　 alcoho1

・CHC13　mixture 　（1：4），　shake 　for　6hrs　th  

centrifuge 　（Sevag　method ）．

　　 IProtein
（discard）

Upperm （rst　layer

　　　 Repeat　 the

　 　 　 nlore ．

above 　 Sevag　 Pr  edure 丘ve 　 times

Uppe皿 ost 　layer

　　　 卩
Precipitate　Zn−protei皿 or −nucleoprotein

（discard）

Add 　40　ml 　zinc 　acetate 　8 ％ boln．　and 　10ml 　NaOH

lN 　 soln ．
，
　 shake 　for　2　hr

，
　then 　centr 迂uge 　 at 　15

，
000

叩 m ・

　　　 【
Supernatant（discard）

s，”pe「「

tat　k、en 、。，、。　、n ＿

Concentrate

　　　　Pour　into　twice　volume 　o正acetone 　and 　mixl

White 丘brous　polysac〔出aride

　　　　　lW・・h ・ … ace ・鵬 ・ry ・・n 　 va ・ u ・・

Puri丘ed 　polysaccharide　（11g ）

　　Yield｝ 1．7g／l　broth

3．　精製多糖類の 物理 ・化学的お よ び粘弾性的な性質

　Sevag法 で 精製 した 標品 に つ い て 物 理 ・化学的性質

の 検討を行な っ た．粘弾牲的な性質 の 検討に は， 今後

中間工 業的な 規模 で も実施可能な ア ル カ リ銅法 の方が

よ り実際的 な 試料を 得 られ るの で ，こ の 方法 に よ っ た

もの を試料 に し た．

A ．物 理 ・化学的性質 　　本品は純白色，無味，無臭

の 無定形物質で ， 水 に 溶けて 粘稠な溶液を形成 し， 1％

水溶液の pH は 5．5で あ る．そ の 0．1％水溶液の 相対

粘度は 8．4， 極限粘度（濃度 c ・＝mg ／皿 D は 0，004で あ る．

N 工工
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Table　2．　 Pr  edure 　for　preparation　of　puri丘ed 　polysaccharide（B）．

　　　　　　　　　 Fermentation　broth（48　t）
　　　　　　　　　　　　　　Add 　CTA ・Cl （PB−40）720　ml 　to　broth，

　　　　l
Supernatant （discard）

Polysaccharide　CTA −Cl　complex 　and 　bacterial　cell

　　　　「
Supematant 　CTA ・Cl （discard）

Suspend　 in　 101　NaCl　 10％ soln ．　 and 　add 　 101

MeOH （95％）．

Crude 　polysaccharide　and 　bacterial　cell （wet 　2409 ）

　　　　l
Supernatant　Cu 虚protein　or 冒nuc 匪eoprotein

（discard）

Dissclve　in　101NaOH 　10％ soh1．　 Add 　101cupric

acetate 　2．5％ ．soln ．，　then 　acetone 　101 （
− 5°C ）・

　　　 l
Supernatant　Cu昔　（discard）

Cu・pQlysaccharide　co 皿 plex

　　　　　　Drop 　into　101　MeOH ・3N 　HCI 　 mixture （5：1）。

Cu・free　pQlysaccharide　and 　inorgan正c　materia1

　　　　f
Inorganic　 materia1

Add　51water ，　adjust 　pH 　to　6．O　with 　2N 　NaOH ．

Treat　with 　Dowex −I　and 　Dowex −50．

Add 　101　acetone ．

Polysa  harideIW

・・h ・ ・th ・・e ・・ n ・ 岫 ・…

Puri丘ed 　polysaccharide（1569）

　　 Y 三eld ； 3．3　g／l　broth

　Lippichの 偏光計に よ り測定 した 比旋光度は ［α 溜

一〇（水，c 一〇．5）で あり，こ の 多糖類の結合様式は β

結合が 優先 して い る と思 わ れ る．

　Staudingerの 式 か ら本物質の平均分子量を求め る と

約 300，000 で あ っ た．

　本多糖類は メ タ ノ ール
，

エ タ ノ
ール

， イ ソ プ ロ ピル

ア ル コ ール ， ア セ トン
，

エ ーテ ル
， 醋酸 ： エ ーテ ル

（1 ：1）混液などの 有機溶媒に は 溶けな い ．フ エ ーリ

ン グ ・レーマ ン ・シ ョ
ール 法に よ り還 元力を示さず，

ア ン ス ロ ン 試薬を発色せ ず，また ヨ ード反応 も陰性 で

あ る．元素分析値 は C ：37．2，H ：5．74，　 N ：0．54，

灰 分 ：12．O％ ，
ハ ロ ゲ ン と S な し， で あ っ た．

　本物質の IR ス ペ ク トル は 糖重合体の 性質を 示す．

Fig．1 で は 815　CM −1
附近 に わず か なが ら吸収 が み ら

れる ，
Barker ら

6 ）や 二 宮ら
T〕

に よれば ， 多糖類 の IR

Wave　length 【Pl

rm 　　］ooe

F 三9．1．

2   oo1800 　　　　吐400
　 　 　 　 陶　　　

一
辱

Wo 祀 nロmber 　｛CM 　l
600

IR 　spectrum 　of 　pOlysaochTide　ef　strain 　F−573、

（KBr ）

ス ペ ク トル に はそ れを構成す る単糖分子間の 結合様式

が 700〜950CM −1 領域 に現 わ れ ，
815　CM −1

近辺 に 吸

収 を有す る多糖類に は 必ず ガ ラ ク トース が含 まれ て い

る とい う．Fig．1 の こ の 吸収 は微弱で は あ るが 本多糖

類 が ガ ラ ク トース を含む こ とを示 して い る．

　本物質の 紫外部お よ び可視部吸収ス ペ ク bル tcは何
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ら特異的な吸収 は見 当た らなか っ た．

B ．精製多糖類の 粘弾性　　試料 は 前述 の ご と く

CTA −Cl 法と ア ル カ リ銅法の 併用 に よ り分離精製 し

た もの で あ る．多糖類 で 粘稠性の 高 い もの に は種々 の

用途が考え られ るが，そ の 基礎的データを得 る た め に

以 下 の よ うな検討を 行な っ た．

　Fig．2 は F−573多糖類 とア ル ギ ン 酸 ソーダ ，
ペ ク チ

ン ，
コ ・・一ン ス ターチ な どの そ れぞ れ の 濃度の 水溶液 に

お け る粘性 を比較検討 した もの で ある．粘度の 測定 は

Emila の 回転粘度計 に よ り25°C で 行な
’
い ，

　 centipOise

で 表わ した．こ の結果本菌の多糖類は ア ル ギ ン 酸 ソ
ー

ダ に 近 い 高度 な粘稠 性 を 示 して お り， い わ ゆ る増粘剤

ある い は粘結剤と して の 利用が考え られ る．

10CO700500

踟

囎
・。

δ
も
刳．．
臥．
。

；
鶉

8
の

520

10
　 0　 　　 　 　　 　 1．0 　 　　 　　 　 2 ．O
　 Cancentretio冖 of 　pOlysacchoride｛％ ，W 〃 ｝

Fig．2，　Effect　of　 concentration 　on 　v 嬉cosity 　of　p〕1y．

　　 saccha てides　 of　 strain 　F −573　 and 　 other 　kinds．

　　Viscemetry　was 　 carried 　Gut 　using
“Emila”rotary

　 　 Vlscometer ．

　次 に温度 の 本多糖類水溶液の 粘性に お よ ぼ す影響を

種々 の多糖類水溶液と共に比較し た．測定 は Elpila回

転粘度計 に よ っ た．Fig．3 の ように 本多糖類 の 場合に

は CM セ ル ロ ーズ 　ナ トリウ ム 塩 に 比 べ て ， 海度上昇

に伴なう粘性降下が やや少ない．この こ とは細胞保護

とい う役割 か ら莢膜多糖類 に 共通す る性質 で はない か

と考え られ る．

　塩類濃度の本多糖類水溶液の粘性に与 え る影響を コ

ン ス ターチ水溶液へ の それ と比較した もの が Fig．4 で

あ る．O．75％の F −573 多糖類溶液お よ び 0．5％の コ ー

ン ス ターチ 溶液 に CaC12 ま たは NaCl を各種濃度 に

添加し，Emila 回転粘度計 で 測定 した．こ れ らの 塩類

の い ずれの 濃度 に おい て も， 両多糖類の 粘性へ の 影響

は ほ とん どみられなか っ た．

丁emperqture 【
OC

）

l’

Fig．3．　 Effect　of 　 temperat1 ユre 　 on 　 viscosity 　of 　 poly・

　 　 saccharides 　 of　 strain　F −573　and 　other 　 ki皿 ds，

　　Viscometly　was 　carried 　out 　as　Fig．2．

1

歹

鎚
旦
）

誓
彗

C伽 cen 「ro 仕ion　 of 聞 1雪s ｛％．W ！V ］

Fig、4．　Effect　of　 salt 　 concentration 　 on 　visoosity 　of

　　polysaccharile　of 　 strain 　F −573．

　　Viscometry　was 　carried 　out 　as 　Fig，2．

Diameter　of　roter 【cm ｝

Fig．5．　 Rheolog 玉cal 　 characteristics 　 of 　various 　pely−

　　 sa   harides　wlth 　silioone 　oi ！as 　newtonian 　sセmd −

　 　 ard 　at 　200C ．

　　Viscometエy　was 　caπ iod　out 　as　Fig．2，　 、
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　 こ の 結果 か ら本多糖類 に つ い て は耐塩性の 増粘剤 と

して の 利用が 考え られ る．

　 次に Fig．5 は F −573多糖類 の 水溶液が newtonian

且ow と non 　newtonian 　flowの い ずれの 流動性 を示す

か，ア ル ギ ン酸 ソ
ーダ ，

コ ーン ス ターチ な ど の水溶液

と共 に 回転粘度計 に よ り検討 した もの で あ る．標準

neWton 性流体と して は昭和石油の 標準粘度溶液で あ

る silicone 　oil （500　c．p．， 20 °C）を用い た が ，
　F −573多

糖類は 2％水溶液で 明 らか に non 　newtonian 　fiowの

性質 を 示 した．

4， 精製多糖類 の 基礎動物試験

A 。急性毒性試験

a ．経胃投与 に よ る場合　　体重 20g の マ ゥ ス 10 匹 に

対 しマ ウス 用 胃ゾ ン デ を用 い て 投与量 625mg ／kg で

行な っ た．すなわち 25mg ／ml 水溶液を一匹 当りO．5

ml づ っ 投与 した が （本検体は 25　mg ／ml 以上の 濃度

で は 糊状 とな り投与困 難 で あ る．），何 ら認 む べ き症状

を呈 さず，72h 正 後も全 く死亡例を認 め な か っ た．

　 ま たマ ウ ス に 30日 間連続投与の 場合 （1 日 1 回 100

mg ／kg）， 特異的な症状は 全 般 に 認め られなか っ たが ，

7 日 目， 11日 目 ， 21日 目， 28日 目に 1群10匹中1 匹ず

つ 死亡 した．

b．静脈注射 の 場合　　Table　3 の よ うに か な り死 亡

数 が高 まる，一般 に こ の よ うな多糖類の 示す毒性は，

デ キ ス F ラ ン 硫酸や 三 崎 ら
S）の 研究に み られ る よ うに

高分子で あ る ほ ど大 きい とい われて い る．従 っ て 本多

糖類 を 投与す る場合に は濃度あ るい は分子量を適当に

低下 させ る こ とが 必要 と思われ る．

B ．摘 出腸管 に およ ぽ す作用　　モ ル モ ッ ト，ラ ッ テ

の 摘出腸管 で 栄養液と して Tyrode 液を 用 い，　Magnus

法 に よ り検体の 腸管 に お よぽ す作用を試験 した 結果 ，

本多糖類の 腸管 へ の 直接作用 は全 く認 め られ な か っ た．

　 ま た ヒ ス タ ミン
， ア セ チ ル コ リン

，
バ リウ ム な ど に

対す る拮抗作用も観察されなか っ た．

C ．抗原性試験　　モ ル モ ッ トに対 し実験方法 4 で 述

べ た ご と き注射 を 行 な い，注射直後よ り動物の 状態を

観察 したが，何 らの 反応 も認め られず，抗原性を確認

し得 な か っ た．

D ．家兎血圧 に対す る作用　　ウ レ タ ン 麻酔を した家

兎の 耳静脈を用 い ， 検体を
ー
注射 して 血 圧 に およ ぼ す作

用 を調 べ たが，ほ とん ど作用 は 認 め られな か っ た．

E ．鎮痛試験　　マ ウ ス に対 し Haffner法に より鎮痛

作用 に つ い て 試験したが ， 全 くそ の 作用 が なか っ た．

　以上の 実験結果か ら薬理 効果は確認出来な か っ たが ，

しかし静脈注射に 対 する 毒性が強い こ とか ら， 今鍛そ

Table　3．　 Acute 　toxicity　by　intravenous　injection
　　　　 of　puri丘ed 　F −573　polysa  haride．

　 工．Mouse

Sample　　　　　　　　．
CQncentratlon

　　（mg ／ml ）

oIntravenOUS　， ■
1n亅  tlon
　　（mg ／kg）

＊ M ・ rtality

12q

凵
FO9923

5050505067100600／50

／55

／54

／55

／55

／55

／5

Mice： dd　strain ，舎 ♀ mixture ．

IL　 Rat

Sample　　　　　　　　，
concentrat1 α 1

　　（mg ／ml ）

IntravenOUS
injection
　　（mg ／kg）

＊ Mortality

22255

尸
0

50801005075100 0／42

／44

／40

／42

／44

／4

Rats： Wister　strain ，舎 ♀ mi 漁 re ．

　 ＊　　number 　 of 　dead　 anima 嬉

　 　 　 number 　of　a皿 imals　tested

の 点を考慮 して 精製多糖類の 鎖長を適当に 切断して再

度検討を試み る必要があ る．

要 約

1．・F −573 菌の ジ ャ
ー

フ ァ
ー

メ ン ターに よ る 大量培

養を実施 し，多量の 粘質多糖類を培地中に生産せ しめ

た．

2． そ の 培養液 よ り多糖類 の 分離精製法を検討 した結

果，陽 イ オ ン 界 面活性剤 （第 4 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩）と

ア ル カ リ銅法の 併用 に よ る分離精製が ， 収量 もよ く大

量処理 が容易 で あ っ た．

3．本多糖類の 物理 ・化学的性質は 特異 的 で ， 粘 弾 性

的 な性質 は 粘醐 性が 高 く， 温度 や 塩類の 粘性 に対する

影響が少な い か ら， 増粘剤あるい は粘結剤と して の 用

途 が考え られる．

4．　精製標品 に つ い て基礎動物試験 を 行 な っ た が ， 薬

理 活性および抗原性は確認されなか っ た。
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